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日本地域資源開発経営学会会則 

（名   称）  

第 1 条 この会は日本地域資源開発経営学会と称する。 

（目   的） 

第２条 この会の目的は次の通りである。  

(1) 地域資源開発経営学の研究とその発展  

(2) 地域資源を生かした地域のひとづくり、地域振興に関する研究とその実践的応用 

(3) 会員相互の協力と便宜の促進および交流 

(4) 上記(1)(2)に関心をもち活動をしている個人や学会その他の団体との連絡・交流   

 
（事   業） 

第３条 前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

(1) 必要に応じ大会を開催し、研究の発表、実践報告、所見発表および討議を行う。 

(2) 必要に応じ適切な方法で研修会を開催する。  

(3) 必要に応じ適切な方法で地域資源を生かす活動を支援する。 

(4) その他、この会の目的を達成するために適当と認められる事業。 

（事 務 所） 

第４条 この会の事務所は原則として、会長の所属する研究機関に置く。 

（会   員） 

第５条 この会は、各地域の資源開発・活用に関する、研究者、関係者および、本学会の

趣旨に賛同する者をもって組織する。  

第６条 この会は正会員（普通会員[大学院生会員、大学生会員を含む]、こども会員、青少

年少女会員）、賛助会員、名誉員によって構成される。本学会則第２０条の規程基づき、

この会には、顧問、最高顧問をおくことができる。 

第７条 普通会員となるには会員 2 名の紹介によって本部事務局に申し込み、常任理事会

又は理事会の承認を受けなければならない。 
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第８条 こども会員、青少年少女会員、賛助会員、名誉会員、顧問、最高顧問については、

別に定める。 

第９条 普通会員は（新入会員は入会の時）所定の会費を納めなければならない。 

(1)普通会員の会費は平成２４年７月７日より当分の間、年 3,000 円とする。  但し、

大学院生会員、学生会員の場合は年１,000 円とする。 

(2) こども会員の会費、青少年少女会員からは、会費を徴収しない。 

(3) 賛助会員の会費は、年１口１万円とする。 

(4) 名誉会員、顧問、最高顧問は会費を要しない。 

第１０条 会員は、大会において、研究報告、実践報告、所見発表および討議を行うこと

ができる。ただし、研究報告、実践報告、所見発表を行うときは、あらかじめ決められ

た日時までに内容を文書で提出し、常任理事会もしくは理事会での承認を受けることが

必要である。 討議は、あらかじめ文書を提出せずに、会場において座長もしくは司会

者の許可のもとで行うことができる。 

第１１条 会員は、学会による刊行物の実費配布を受けることができる。 

第１２条 退会を希望する者は書面をもってその旨を理事会に申し出なければならない。  

第１３条 会員にして 3 年以上会費を滞納した者は自然退会者とみなす。ただし、1 年以上

にわたり学会活動が不可能な場合には、届出により休会員として取り扱い、その間の会

費は徴収しない。 

 
（役   員） 
第 1４条 この会に次の役員を置く。役員の任期は 2 年とし、重任を妨げない。 

（1） 会長 1 名  

（2） 副会長 2 名  

（3） 常任理事 若干名  

（4） 理事 若干名 [うち数名は事務理事とする。] 

（5） 代表幹事 若干名  

（6） 幹事  若干名 

（7） 会計監事 2 名  

第 1５条 会長は理事会において理事の中から互選する。 

会長は、この会を代表し、会務を総理する。 
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会長は役員を召集し、理事会などを開催してその議長となる。  

第 1６条 副会長は、会長の指名に基づき、理事会が決定する。 

副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、．副会長が代理する。  

第 1７条 常任理事は、理事会において互選する。 

常任理事会は常務を処理する。互選の方法に関しては別に定める。  

常任理事会は電子メールによる会議によって行うことができる。 

第 1８条 理事は総会において会員の中からこれを互選する。 

理事は理事会を構成して会務を処理する。理事会の決議は出席者の過半数による。  

理事会の決議は電子メールによる会議によって行うことができる。 

第 1９条 代表幹事および幹事は会員の中から常任理事会の承認を得て会長がこれを委属

する。幹事は常任理事会、ならびに理事会などの事務を補佐する。 

第２０条 監事は総会において会員中から互選する。 

監事は学会の会計を監査し、総会に報告する。 

第 2１条 この会に顧問、最高顧問を置くことができる。最高顧問を置くのは特別の必要が

認められる場合に限られる。顧問、最高顧問の委属は理事会の推薦に基づき会長がこれ

を行う。 

（総   会） 

第２２条 この会は毎年 1 回会員総会を開く。 

理事会が必要と認める時、または会員 30 人以上の請求がある時は臨時総会を開く。 

 

第２３条 総会は当学会の最高意思決定機関として、理事、会計監事の選出、事業ならび

に会務についての意見の提出、予・決算の審議・議決にあたる。 

第２４条 総会における議決は、第３２条の場合を除き、出席会員の過半数による。 

第２５条 理事会は総会の議事、会場および日時を定め、予めこれを会員に通知する。 

第２６条 常任理事会は総会において会務につき報告する。 

（会   計）  
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第２７条 本学会の運営費用は原則として会員による出資金、会員からの会費、寄付金お

よびその他の収入による。 

  会員による出資金は返済を要しない。ただし、本会を解散したときは残余財産は出資

金の範囲を上限として出資者に帰属するものとする。 

第２８条 この会の会計期間は毎年 4 月 1 日より翌年 3 月 31 日までとする。 

（部   会） 

第２９条 理事会の承認を得て地方または研究題目によって部会を設けることができる。 

第３０条 地方におく部会は、原則として、複数以上の都道府県あるいは市町村にまたが

る地方、各都道府県、市町村を単位とする。地方の範囲は必要に応じてその都度理事会

で決める。 

第３１条 研究題目による部会は、地域文化資源、地域スポーツ資源、地域自然資源、地

域景観資源、地域産業資源、地域商業資源等々の、大分類によるものの外、地域文化資

源の小分類としての、神楽、花田植え、郷土食、郷土玩具、郷土にある文化遺産、郷土

イベント等々、あるいは地域自然資源の小分類としての、地域固有の絶滅危惧動植物、

湿原、干潟等々について、会員の意見、社会の要請により、適宜設置することができる。 

（規則の変更および本学会の解散） 

第３２条 この規則の変更およびこの会の解散は理事会または会員の 5 分の 1 以上の提案

により総会出席会員の 3 分の 2 以上の賛成を得なければこれを行うことが出来ない。 

第３３条 この会の事務執行に必要な細目は理事会がこれを定める。 

第３４条 この会則は本学会の設立の日からこれを施行する。 

 
附則  

（会計等に関する経過措置） 

第１条 本学会の設立当初の会計年度は、第２８条の規程にかかわらず、２０１２年７月

７日から２０１３年３月までとする。 

（会員等に関する経過処置） 

第２条 設立総会前に本学会準備委員会によって、普通会員、こども会員、青少年少女会

員、賛助会員、名誉会員、顧問、最高顧問として認められた者は、第６条、第７条の規

程にかかわらず、本学会の設立と同時に、それぞれ普通会員、こども会員、青少年少女

会員、賛助会員、名誉会員、顧問、最高顧問になるものとする。 

（役員等に関する経過措置） 
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第３条  

（１）本学会の設立当初の役員およびその任期は、第１４条、第１５条、第１６条、第

１７条、第１８条、第１９条、および第２０条の規程にかかわらず、２０１４年３月

３１日までとする。 

（２）常任理事会は、２０１４年３月３１日までは事務担当理事会が代行する。 

（３）代表幹事、幹事は当分おかない。 

第４条 

（１）本会に、２０１３年３月３１日まで、暫定的に評議委員会をおく。 

２０１４年４月１日以降については、新たに定める規程により、新たな評議委員会を

設ける。 

（２）評議委員会は、本会に助言し、本会の発展に寄与する。 

（３）評議委員会会長を除き、評議委員は、次期総会までに、会長が委嘱する。 

 

（部会の設置に関する経過措置） 

第５条 設立総会前に本学会準備委員会によって、設置することとされた次の地方部会は、

本学会設立と同時に設置するものとする。 

北海道部会、関東部会、北陸、中部部会、関西部会、広島部会。 

第６条 設立総会前に本学会準備委員会によって、設置することとされた研究題目による

「神楽によるひとづくり・地域振興研究部会」は、本学会設立と同時に設置するものと

する。 

（第１回全国大会開催に関する経過措置） 

第７条 本学会の第１回全国大会は、本学会設立準備委員会の企画により開催し、運営す

るものとする。 

（平成２４年７月７日 制定） 

役員名簿（任期 2012 年 7 月７日から 2014 年 3 月 31 日まで） 

会長  赤岡 功 

副会長 伴谷晃二  平野実 



6 
 

理事  乙重昌文＊  小島専孝  草野 旦  高崎義幸＊   田淵桂子＊    

崔 俊＊   西岡和恵＊  林 春幸＊  増田恵二＊  永吉玲美＊ 

監事  谷川正芳  藤井秀樹 

 注１）  ＊つきの理事は、事務を担当をする理事。  

 注２）  氏名の表記は、副会長は年齢順、理事、監事は、５０音順。            

評議委員会会長  日隈健壬     （評議員は選定中） 

                                  以上 


